


























































? 農業生産額（翻 1，9153，1774，664 ??，
???
食品工業出荷額　（〃〉 1，6573，698 7，151 15，131829’8022，512
給 農産物輸入額（黙∂ 884 1，940 3，248 9，6741，094
国内農業自給率　　（％） 90 81 76 74??
同オリジナルカロリー　　（％） 76 65 56
※77年@48??
食品工業原料自給率　　（％） 一 62．6 6LO 55．2?
同　素　　材　　型　　（％） 一 34．1 28．123．2
ク　加　　工　　型　　（％） ｝ 80．8 79．6 67．6














































































































































昭40年 96 1，113 一 一 3，884 一 349 11．6
45 90．9 1，140 596 4，409
????
／，959 627 12．5
50 88．2 1，172 1，470 9，66615130　， 4，321 1，291 13．3
54 83．8 1，160 2，093 12，74020，582 6，116 ㎜ 一

































1－3人 30753　　， 68．1 26．6 176．8 296．2 118．5
4～9 31655　　， 189．9 217．9 808．3
??．???
523．5




















200～299 333 80．2 183．1
?????
1，99LO 546．5
300～499 215 82．3 208．2
??．??? ??．???
645．9
500～999 75 49．8 140．7 722．7
??．???
423．8
























順位 品　　　　　　目 上位3社 上位5社 上位10社 インダール指数
1 インスタント・コーヒー 90．9 （4｝100．0 一 0．68
2 ブ　　ラ　　ン　　デ　　一 85．4 91．1 97．2
3 マヨネーズ・ドレッシング 96．2 97．9 100．0
4 ウ　　イ　　ス　　キ　　一 95．4 99．0 99．8
5 ビ　　　　　一　　　　　ル 92．8 99．4 （6｝100．0 0．45
6 グルタ　ミ　ン酸ソーダ 86．4 99．0 （7〕100．0
7 バ　　　　　タ　　　　　一 82．3 91．4 96．6
8 チ　　　　　一　　　　　ズ 81．3 88．7 97．3
9 複合化学調味料 91．4 99．9 （7）100，G
10 粉　　　　　　　　乳 79．6 922 95．6 0．32
11 調　　製　　粉　　乳 92．1 100．0
12 チューイ　ン・ガ　ム 63．6 74．6 89．3
13 イ　　　一　　　ス　　　ト 68．9 87．2 （7）100．0
14 配　　合　　飼　　料 53．7 63．0 77．3
15 魚肉ハム・ソーセージ 70．1 80．9 88．4 0．17
16 即　　席　　め　　ん 58．8 82．0 94．6
17 小　　　　麦　　　　粉 58．8 64．7 72．8
18 チョコ　レー　ト製品 55．8 80．7 96．5
19 練　　　　　　　　乳 54．6 70．3 86．9
20 食　用　大　豆　油 50．2 78．3 96．5 0．13
21 焼　　ち　　ゅ　　う 55．3 69．7 83．7
22 シ　ョ　一　ト　ニ　ン　グ 44．8 64．6 95．1
23 マ　　一　　ガ　　リ　　ン 46．2 65．5 90．5
24 ア　イ　ス　ク　リ　一　ム 49．5 57．3 70．5
25 食　　用　植　　物　　油 48．4 68．0 87．4 0．11
26 醤　　　　　　　　　油 39．3 43．9 49．7
27 飲　　用　　牛　　乳 48．7 56．4 65．2
28 ハ　　ム・ソ　一二ー　ジ 44．1 60．6 70．2
29 砂　　　　　　　　糖 30．8 47．0 75．4

































従業者数 出　　荷 額 原材料費 付加価
類　型　別
事業所数 （買入） 合計（10億円） 工事業所当りi百万円） 比率（％） 値率（％）
全　製　造　業 714177　， 10，875 正56，918 219．7 56．2 31．4
食料品製造業 84，120（100．0＞1，148〔100．0）18，597（100，0） 221．1 662 27．4
ω大企業性食品製造業 6β39（8．1） 214（18．6） 7，281（39．2）1，064．6 67．9 24．3
①素材製品製造業 994（1．2） 38（3．3） 2、075（1L2）2，087．8 74．0 20．8
②加工型製品製造業 5，845（6．9＞ 176（15．3＞ 5，206（28．O）890．6 65．2 25．7
｛2）中小企業性食品製造業 76，413（90．9）915（79．7） 10，010（53．8）131．0 6L4 33．0




















































































事業所数 従業者数 現金給与額 原材料使用額 製品出荷額
業　種 別 所 千人 10億円 lO億円 10億円
工 業　合　計 739β04 10，860 24，799 113，11184，257
?
品　製　造　業 83，755 1，ユ60 2，093 12，740 20，582
畜産食品製造業 2，735 124 270
??，
3，318
? 肉製品製造業 663 42 84 909 1，215
? 乳製品製造業
???
52 144 1，194 1，663
その他畜産製造業 896 30 42 353 441
野菜・果実・かん詰製造業 3，015 60 86 408 625
うち1野菜つけ物除く 910 28 40 234 330
調味料製造業 3，840 56 131 530 1，028
精穀製粉製造業 1，501 20 53 903 1，154
砂 糖　製　造　業 160 12 42 453 646
パン菓子製造業 19，426 294 532 1，404 2，779
飲 料　製　造　業 4，361 104 250 1，337 3，686
清涼飲料製造業 1，059 29 72 505・ 818
果実酒製造業 72 1 2 10 15?
? ビール製造業 33 13 60 312 1，224
清酒製造業 2，798 52 92 377 984
一
蒸溜・混成酒製造業 399 9 25 163 643
動植物油脂製造業 454 13 39 646 815
その他食品製造業 34，064 260 371
??，
2，550
製茶製造業 4，115 18 22 222 302
でんぷん製造業 204 4 8 83 113?
めん類製造業 7，795 64 92 338 559?
豆腐・油揚製造業 11，495 51 52 96 221





















































年度 51年度 52年度 53年度 54年度
％ ％ ％ ％
牛　　　乳 23．8 24．2 26．5 27．4
加　工　乳 12．2 11．8 12．0 12．6
合　　　計 20．0 2ユ．3 23．3 24．4


































































































































































































































































































































78 451000 4，000 1，000トン日米通商交渉
80 68，000 5，000 3，000
81 72，500 5，500 4，000 78年日米合意82 77，000 6，000 5，000
83 82，000 6，500 6，000
（注．j阿川一美氏による．（注23＞
（26＞果汁生産における貿易自由化，外国産果汁との対抗関係については，前出，注8，
　桑原編著の第2章「農協の青果物加工事業」で藤谷築次氏が述べているほか，注22
　の「提言」で“国に要請すべき政策課題”が提示されている。また，柑橘農業問題研
　究会『オレンジ及び同果汁の輸入枠拡大，自由化が国内柑橘農業に及ぼす影響につい
　ての計量的研究』1982年　は，果汁の輸入枠拡大は，我国の柑橘需給調整対策を困難
　にし，それが，アメリカの対日貿易赤字を解消する性質のものでない，ことを指摘し
　ている。
　　果汁の輸入枠拡大は1978年東京ラウンドで83年までの枠を次のように決定し，現在
　84年以降の枠拡大が日米間で論議されている。（表一8）
　　1977年のグレープフルーツの輸入量は16．1万トン，レモンは10．5万トン，オレンジ
　2．25万トンであった。レモンの自由化で国産レモンは潰滅し，グレープフルーツの自
　由化で国産夏柑は大打撃を受け，他品種への転換を余儀なくされた。83年の輸入数量
　は生鮮オレンジ換算で20万トンを越える。（79年産ミカンの出荷量326万トン，また78
　年当時の果汁の国内実需は約40万トン，生産は50万トンであった。）なお，輸入自由
　化，枠拡大に対するミカン産業の基本的対応姿勢については，前出『みかん農業の新
　たな発展をめざして』所収の，阿川一美氏の補論「オレンジ・果汁の輸入拡大と果樹
　農業の課題」を参照。
一26一
